
身
延
山
は
開
關
以
来
七
百
有
余
年
の
星
霜
、
先
師
の
弛
ま
ぬ
丹
精
に
よ
っ
て
霊
山
が
護
持
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
間
、
沢
山
の
傳
説
ｓ
の

蟹
悪
ｅ
）
口
碑
ｓ
の
ロ
言
１
豆
の
昌
亮
ｅ
）
が
生
れ
傳
え
残
さ
れ
て
き
て
い
る
。
①
土
地
・
地
名
に
関
す
る
傳
説
、
②
岩
石
・
樹
木

に
関
す
る
傳
承
、
③
泉
水
に
関
す
る
傳
説
、
側
動
物
に
関
す
る
傳
承
、
⑤
神
仏
・
人
物
に
関
す
る
傳
説
な
ど
、
枚
挙
に
暹
が
な
い
程
で
あ

る
○

口
碑
傳
説
は
世
間
の
巷
談
・
噂
ｇ
ｍ
Ｑ
閏
言
三
ｅ
）
と
か
昔
話
凰
吊
巴
訂
○
＄
ｇ
旨
冨
ｅ
）
と
は
違
う
ジ
ャ
ン
ル
の
世
界
で
あ

ま
え
が
き
石
割
稲
荷
社
・
高
座
石
・
蛇
石
・
鏡
円
日
台
師
の
夢
想
・
六
老
僧
畑
・
稚
児
文
殊
の
井
・
寺
平
・
智
寂
日
省
師
の
雨
請
・
一
木
三
躰
の

祖
師
像
・
柿
の
葉
書
籍
。
し
ぐ
れ
沢
の
法
塔
・
余
録
ｌ
傳
説
考
Ｉ
・
参
考
文
献
．

ま
え
が
き

目
次

身
延
山
の
「
傳
説
」
考

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

町
田
是
正
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身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

る
。
傳
説
に
は
史
実
か
ら
流
れ
出
た
故
事
も
あ
り
、
全
く
架
空
物
語
を
人
倫
徳
育
を
目
的
と
し
て
作
為
さ
れ
た
も
の
も
有
り
、
ま
た
時
と

し
て
は
史
実
の
証
拠
に
役
立
つ
も
の
も
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
、
時
の
流
れ
に
伴
い
時
間
の
壁
の
彼
方
に
浬
滅
ｓ
の
く
の
吋
己
呂
言
長
ま

た
は
歪
曲
ｓ
の
く
の
己
吋
の
言
品
さ
れ
て
い
く
虞
れ
が
多
分
に
有
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
余
暇
の
間
に
間
に
身
延
山
の
歴
史
に
つ
い
て
臨
地
調
査
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
調
査
の
過
程
で
残
っ
て
い
る
史
料
＆
の
幻
巨
の
房
ｅ
）

と
歴
史
記
述
の
内
容
と
符
節
し
な
い
事
に
再
三
突
き
当
り
、
ま
た
口
碑
傳
承
に
し
て
も
、
永
い
歳
月
の
間
に
潤
色
烏
①
シ
房
の
９
日
言
言
長

さ
れ
た
部
分
の
有
る
こ
と
に
驚
い
た
。

（
二
・
五
キ
ロ
四
方
）

こ
の
拙
稿
で
扱
う
「
身
延
山
」
と
は
、
文
字
通
り
久
遠
寺
を
中
心
と
し
た
方
十
三
里
の
身
延
霊
山
の
こ
と
で
、
こ
の
狭
院
の
地
域
に
何

故
に
沢
山
の
傳
説
が
残
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
俗
信
仰
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
拙
稿
で
は
周
知
さ
れ
て
い
る
口

碑
傳
承
の
幾
つ
か
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
傳
承
の
基
と
な
っ
た
文
献
な
ど
を
紹
介
し
、
出
来
得
る
限
り
古
色
を
残
す
よ
う
に
努
め
て
み
た
。

そ
し
て
、
幾
つ
か
の
傳
説
を
通
し
て
得
た
「
傳
説
」
の
意
味
を
余
録
と
し
て
ま
と
め
て
み
る
事
に
し
た
。

ざ
と
び
と

日
蓮
聖
人
が
こ
の
「
み
の
ぶ
」
に
御
入
山
さ
れ
た
当
日
は
、
傳
え
る
所
で
は
雨
の
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
郷
人
は
雨
除
け
の
蓑

み
の
ぶ

み
の
ぶ

を
聖
人
に
差
し
上
げ
、
郷
人
た
ち
も
肩
に
着
け
て
聖
人
を
案
内
し
た
。
そ
れ
で
此
の
山
を
「
蓑
夫
山
」
・
「
蓑
歩
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

ま
た
日
蓮
聖
人
が
御
説
法
さ
れ
た
時
ｌ
五
月
雨
の
頃
Ｉ
郷
人
は
互
に
蓑
を
着
け
、
蓑
笠
を
頭
に
乗
せ
、
連
れ
立
っ
て
お
詣
り
し
た
の
で

岩
石
傳
説
石
割
稲
荷
社
（
所
在
…
門
前
町
元
町
）

ｌ
◇
◇
Ｉ
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◇
付
記佃
「
蓑
夫
」
・
「
着
連
宿
」
の
地
名
を
「
身
延
」
と
書
き
改
め
た
の
は
日
蓮
聖
人
と
さ
れ
る
。
妙
法
七
字
・
五
字
を
唱
題
す
る
と
き
「
身
も
心
も
爽
快
、

延
び
延
び
す
る
お
山
」
と
い
う
意
味
で
「
身
延
山
」
と
改
め
た
と
さ
れ
る
。

②
石
割
稲
荷
社
の
地
に
は
、
元
は
文
殊
坊
が
在
り
、
郷
人
か
ら
は
「
稲
荷
の
文
殊
坊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
身
延
山
内
支

院
坊
舎
の
統
廃
合
時
に
東
谷
の
積
善
坊
と
合
併
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
が
御
入
山
の
節
、
山
腹
の
大
岩
が
不
思
議
に
も
左
右
に
割
れ
て
、
そ
の
岩
の
中
か
ら
白
髪
の
翁
が
現
わ
れ
て
聖
人
を
出
迎
え

た
。
聖
人
は
言
葉
優
し
く
「
お
身
は
い
ず
れ
の
お
方
」
と
尋
ね
る
と
、
翁
は
「
私
は
元
々
身
延
の
山
に
住
む
者
、
追
わ
れ
追
わ
れ
て
深
い

岩
屋
の
中
に
閉
ざ
さ
れ
た
哀
れ
な
者
、
今
、
憐
み
深
き
日
蓮
さ
ま
甲
斐
路
に
入
ら
れ
て
、
老
の
身
は
欣
喜
躍
如
．
追
い
こ
め
ら
れ
た
岩
を

破
り
出
て
参
っ
た
稲
荷
大
明
神
の
申
し
子
な
り
」
と
。
郷
人
は
奇
異
の
威
に
う
た
れ
て
、
後
日
、
こ
の
地
に
社
を
造
り
翁
を
神
人
と
し
て

祭
祀
し
た
。
こ
れ
が
現
在
に
傳
わ
る
石
割
稲
荷
社
で
、
現
に
神
社
の
前
に
は
左
右
に
割
れ
て
い
る
大
岩
石
を
目
に
す
る
事
が
で
き
る
。

延
町
の
発
祥
地
と
さ
れ
て
い
る
。

き
つ
れ
さ
と

き
つ
れ
し
ゆ
く

「
み
の
ぶ
」
の
里
を
「
着
連
の
里
」
・
「
着
連
宿
」
と
も
呼
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
御
入
山
の
殉
の
御
詠
歌
と
し
て

（
沙
伽
羅
竜
）

ふ
る
雨
を
雲
に
と
ど
め
よ
し
や
か
ら
龍

（
徳
叉
伽
竜
の
法
）

と
く
し
や
か
の
り
を
人
に
き
か
せ
よ

が
遺
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
今
も
着
連
宿
の
お
年
寄
り
が
口
ず
さ
ん
で
い
る
と
い
う
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

も
と
ま
ち

（
着
連
宿
は
現
在
は
門
前
町
元
町
と
称
し
、
身
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七
面
山
参
道
・
山
と
山
と
の
狭
間
、
こ
こ
に
往
昔
、
七
面
山
参
詣
第
一
の
関
門
・
華
表
（
鳥
居
）
が
建
っ
て
い
た
と
傳
え
ら
れ
る
。

流
水
は
涼
涼
と
響
き
、
老
杉
の
翠
し
た
た
る
ば
か
り
、
苔
む
し
た
る
大
岩
、
こ
の
大
岩
に
登
ら
れ
た
日
蓮
聖
人
は
連
日
高
座
石
法
莚
を

ご
ざ

開
か
れ
て
い
た
。
人
々
は
莫
産
の
上
に
、
大
樹
の
鶏
に
、
夫
々
に
聴
聞
の
場
を
み
つ
け
て
拝
聴
し
て
い
た
。
さ
て
聴
聞
信
者
の
中
に
ひ
と

に
よ
し
よ
う

さ
と
び
と

き
わ
美
し
い
女
性
が
居
た
。
法
莚
の
日
数
が
重
な
る
に
つ
れ
て
、
檀
越
信
者
・
身
延
の
郷
人
と
は
違
う
妙
艶
の
姿
に
人
々
の
目
が
集
ま
る

よ
う
に
な
り
、
何
処
か
ら
来
る
の
か
、
何
処
の
誰
れ
な
の
か
、
知
る
者
は
居
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
郷
人
た
ち
は
聖
人
と
結
び
つ
け
て
あ
ら

或
る
一
日
、
波
木
井
実
長
は
、
高
座
石
上
の
聖
人
に
向
か
っ
て
、
女
性
の
素
性
を
尋
ね
て
み
た
。
聖
人
は
微
笑
し
つ
つ
、
女
性
に
対
し

て
「
本
態
を
現
わ
し
て
衆
人
の
疑
念
を
晴
せ
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
、
花
瓶
の
水
を
美
人
の
髪
に
注
い
だ
。
忽
ち
黒
雲
が
舞
い
降
り
て
突
風
が

い
ま
よ
り

老
杉
の
梢
を
鳴
ら
し
た
。
驚
く
人
々
の
眼
前
で
、
女
性
は
「
尊
い
説
法
を
有
難
く
拝
聴
す
。
妾
は
七
面
竜
神
な
り
、
爾
今
、
法
華
経
の
受

持
者
と
身
延
山
を
守
護
せ
ん
と
欲
す
」
と
云
い
残
し
、
大
龍
に
と
変
化
し
、
黒
雲
に
乗
っ
て
遥
か
七
面
山
へ
と
飛
び
去
っ
た
。

◇
付
記

よ
う
に
な
り
、
何
処
か
ら
来
る
（

ぬ
噂
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

川
こ
の
高
座
石
と
七
面
竜
神
と
の
傳
説
に
つ
い
て
は
身
延
山
図
経
、
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
・
七
面
大
明
神
縁
起
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
此
処
で
は

、
ン
テ
二
二
ス
ヲ
ニ
テ

大
中
院
日
孝
師
撰
『
七
面
大
明
神
縁
起
』
中
か
ら
該
当
す
る
一
節
を
参
照
し
て
お
こ
う
。
「
昔
者
我
祖
鞘
二
晦
子
身
延
一
毎
講
二
法
華
一
会
座
有
二
一
婦
人
一

ル

シ
テ
ノ
ニ

ー
ー

ヲ

ー
ー

セ
ヨ

キ
ハ

来
也
年
可
二
二
十
一
容
貌
端
厳
服
飾
綺
麗
侍
二
祖
師
側
一
而
預
二
法
会
一
諸
人
疑
し
之
南
部
六
郎
亦
在
レ
座
祖
欲
し
解
二
其
感
一
告
日
汝
復
二
本
形
一
対
日
諾
然
無
し

岩
石
傳
説
高
座
石
（
所
在
…
西
谷
田
代
・
妙
石
坊
境
内
）

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）
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「
蛇
石
」
傳
説
に
は
二
つ
の
傳
承
が
あ
る
。

（
其
こ
い
つ
の
頃
か
不
明
で
あ
る
が
、
身
延
山
の
奥
深
く
に
大
蛇
が
棲
ん
で
い
た
。
大
蛇
が
竜
と
化
し
て
昇
天
す
る
た
め
に
は
、
海
中

で
千
年
、
深
山
岩
石
上
で
千
年
、
更
に
里
に
出
て
人
家
に
三
日
間
姿
を
匿
し
て
他
の
動
物
に
見
つ
か
ら
ぬ
よ
う
苦
心
修
行
し
て
昇
天
で
き

る
と
云
う
。
そ
の
修
行
中
の
大
蛇
で
あ
っ
た
の
か
、
山
中
か
ら
海
へ
出
る
途
中
、
大
岩
が
韓
が
り
大
蛇
を
圧
死
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
大

岩
を
「
蛇
石
」
と
呼
び
、
又
は
蛇
の
骨
（
化
石
）
を
蛇
石
と
も
傳
え
て
い
る
。

（
其
二
）
今
か
ら
三
百
五
十
年
程
の
昔
、
現
在
の
清
住
町
新
宿
は
「
上
塩
沢
袋
宿
」
と
呼
ば
れ
、
沢
下
に
あ
っ
て
民
家
八
戸
・
寺
一
刹
の

平
和
な
里
で
あ
っ
た
。
或
る
夏
の
夜
、
寺
の
和
尚
さ
ん
は
夕
勤
を
済
せ
、
夕
飼
も
終
っ
て
、
寝
床
に
入
り
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
と
、
枕
許

ヲ

ヲ

ス
ハ

水
則
不
レ
能
云
祖
乃
命
二
侍
者
一
与
二
瓶
水
一
忽
変
二
竜
身
一
甚
可
二
驚
怖
一
眼
光
射
し
屯
爪
牙
植
レ
匁
鱗
色
織
レ
錦
舌
頭
涌
レ
炎
長
一
丈
余
纒
二
僥
華
瓶
一
者
二
三
匝

ス

ス

ー
ー

矯
レ
首
回
顧
甚
可
二
怖
畏
一
子
弦
六
郎
等
疑
念
忽
散
歎
二
未
曽
有
一
少
焉
復
其
初
且
言
我
師
已
受
二
一
乗
之
付
嘱
一
遠
爲
二
末
法
之
導
師
一
我
惰
恭
蒙
二
仏
勅
一
擁
ニ

ス
ヲ

、
ン

、
ン

護
持
経
者
一
豈
不
レ
報
二
霊
鷲
之
本
誓
一
也
自
今
而
後
令
持
経
者
各
各
果
二
諸
願
一
遍
除
二
七
難
一
長
二
生
七
福
一
復
守
二
護
此
伽
藍
一
除
二
懐
火
災
飢
謹
疫
痛
等
｛

、
シ

住
二
持
三
宝
一
永
二
断
絶
一
言
已
即
没
…
」
（
日
潮
撰
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
参
）

②
『
身
延
山
図
経
』
に
は
高
座
石
は
「
法
輪
石
」
と
あ
り
、
管
理
坊
舎
と
し
て
「
妙
石
庵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
往
昔
、
日
蓮
聖
人
が
末
法
広
布
を
大

願
と
さ
れ
た
「
高
座
石
法
莚
」
の
遺
徳
を
後
代
に
傳
え
よ
う
と
熱
願
し
た
学
輝
院
日
逢
上
人
（
宝
永
元
年
甲
申
九
月
十
五
日
化
）
は
、
高
座
石
の
地
に

祖
師
堂
の
建
立
を
発
願
し
、
見
事
に
成
就
し
て
「
妙
石
庵
」
と
称
し
た
。
「
身
延
山
歴
代
略
譜
』
の
三
十
二
世
智
寂
日
省
上
人
條
に
「
高
座
石
発
願
ス
。

ル

日
省
師
代
使
二
諸
人
帰
依
渇
仰
一
開
基
ハ
学
種
院
日
逢
、
妙
石
庵
ヲ
造
立
ス
」
と
あ
る
。
尚
、
『
身
延
山
坊
跡
録
』
に
よ
れ
ば
妙
石
庵
は
「
文
久
二
年
壬

戌
八
月
・
身
延
山
六
十
九
世
事
感
院
日
琢
上
人
代
二
妙
石
坊
ト
改
ム
」
と
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

眠
し
や
い
－
）

岩
石
傳
説
蛇
石
（
所
在
…
清
住
町
新
宿
）

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）
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◇
付
記①
「
身
延
山
図
経
』
で
は

②
『
身
延
山
図
経
』
所
Ⅳ

Ｄ
ト
シ
テ

蟠
龍
之
石
欝
崖
鬼

シ
テ
ク
セ
ヨ

潜
居
長
鎮
二
宝
蓮
臺
一

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

に
妙
麗
の
女
性
が
現
れ
、
「
和
尚
さ
ん
、
私
は
こ
の
奥
山
で
千
年
の
修
行
を
し
た
大
蛇
で
す
。
こ
れ
か
ら
海
に
出
て
千
年
の
修
行
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
二
本
の
桧
の
大
木
が
行
く
手
を
遮
っ
て
い
ま
す
。
里
人
に
は
迷
惑
は
か
け
ま
せ
ん
。
和
尚
さ
ん
の
お
情
け

で
桧
の
大
樹
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
」
と
懇
願
し
た
。
和
尚
ざ
ん
が
目
を
覚
ま
す
と
美
人
の
姿
は
消
え
て
い
た
。

翌
朝
、
和
尚
さ
ん
は
里
人
を
集
め
昨
夜
の
夢
物
語
を
し
た
。
里
人
は
驚
き
、
「
大
蛇
が
通
る
と
里
が
大
被
害
を
受
け
る
に
違
い
な
い
。

里
を
あ
げ
て
阻
止
す
べ
き
だ
と
、
桧
を
切
っ
て
柵
を
作
り
通
る
の
を
防
ご
う
」
と
意
見
が
一
致
し
、
妨
害
柵
は
瞬
く
間
に
完
成
し
た
。

折
り
し
も
台
風
の
襲
来
、
暴
風
雨
と
な
り
、
里
人
は
洪
水
の
被
害
と
大
蛇
に
よ
る
被
害
を
思
い
恐
怖
の
一
晩
で
あ
っ
た
。

一
方
、
大
蛇
は
時
機
至
れ
り
と
待
っ
て
い
た
。
天
の
一
角
が
切
れ
疾
風
迅
雷
の
豪
雨
、
大
蛇
は
こ
の
時
と
ば
か
り
海
に
向
っ
て
山
を
下
っ

て
き
た
が
、
桧
の
大
樹
と
妨
害
柵
が
行
く
手
を
遮
断
し
て
い
た
。
大
蛇
は
右
往
左
往
、
と
そ
の
時
、
大
音
響
と
共
に
上
の
山
一
帯
が
崩
壊
、

大
盤
石
が
流
れ
落
ち
て
き
て
、
大
蛇
は
大
盤
石
の
下
敷
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
里
人
は
大
盤
石
を
「
蛇
石
」
と
呼
び
、
横
を
流
れ
る
川
を
「
蛇
石
川
」
と
呼
ん
で
い
る
。

右
の
漢
詩
詠
者
は
、
明
ら
か
に
高
座
石
と
蟠
竜
石
（
蛇
石
）
と
を
混
同
し
て
い
る
。

で
は
、
蛇
石
は
「
蟠
龍
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

所
収
の
「
延
嶽
詩
偶
集
」
に
蟠
竜
石
の
漢
詩
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

ノ
ノ
ニ
ク
シ
テ
テ
ニ

ス
ル
コ
ト

匡
蒐
神
女
霊
齪
此
地
開
体
下
向
二
風
雲
一
更
飛
動
上
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◇
付
記仙
日
台
上
人
の
夢
想
故
事
は
「
身
延
山
伽
藍
記
』
（
円
教
院
日
意
誌
）
の
中
に
見
え
る
の
で
該
当
す
る
一
節
を
参
照
し
て
お
こ
う
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

そ
の
法
業
が
成
る
事
よ
り
遡
る
こ
と
百
二
十
八
年
前
、
第
五
代
鏡
円
日
台
上
人
が
身
延
山
中
腹
に
堂
塔
伽
藍
の
荘
厳
美
が
現
出
す
る
夢

を
御
覧
に
な
ら
れ
た
夢
想
の
故
事
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

行
学
朝
師
は
移
韓
拡
張
の
後
、
偶
々
、
古
い
経
巻
の
包
装
紙
の
中
に
、
第
五
代
鏡
円
日
台
上
人
が
書
き
置
い
た
古
文
書
を
見
付
ら
れ
た
。

現
在
地
へ
と
移
築
さ
れ
た
。

身
延
山
久
遠
寺
の
当
初
の
建
立
地
、
そ
れ
は
西
谷
身
延
川
の
辺
り
御
廟
笙
域
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
在
山
九
ヶ
年
か
ら
第
十
世
観
行
院
日

延
上
人
代
（
寛
正
二
年
）
ま
で
、
こ
の
霊
地
と
堂
宇
と
を
身
延
山
久
遠
寺
と
呼
ん
で
い
た
。

第
十
一
世
行
学
院
日
朝
上
人
代
の
文
明
六
年
か
ら
七
年
（
一
四
七
五
）
に
か
け
て
、
堂
塔
伽
藍
の
移
韓
拡
張
工
事
の
大
法
業
が
行
わ
れ

行
学
朝
師
は
移
韓
拡
張
の
後
、
瘤

そ
の
古
文
書
を
披
見
し
て
み
る
と
、

（
一
三
四
六
年
）

「
貞
和
二
年
九
月
二
十
日
の
夜
中
の
こ
と
、
夢
の
中
で
総
門
外
の
梅
平
へ
と
遊
行
、
ふ
り
返
り
身
延
山
の
山
並
み
を
望
む
と
、
山
の
中

腹
に
七
堂
伽
藍
が
偉
容
の
莞
を
並
べ
て
い
た
。
身
延
山
も
将
来
は
山
腹
に
ま
で
堂
塔
が
建
立
さ
れ
て
繁
栄
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

こ
の
夢
想
の
有
様
を
書
き
置
い
た
が
、
行
学
朝
師
は
此
の
古
文
書
を
披
見
さ
れ
て
、
夢
想
の
内
容
と
移
韓
拡
張
事
業
と
が
符
節
し
た
事

に
、
不
思
議
な
霊
力
を
感
じ
と
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

地
名
傳
説
鏡
圓
日
台
上
人
の
夢
想
（
所
在
…
棲
神
身
延
山
）
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◇
付
記①
「
六
老
僧
畑
」
は
「
身
延
山
図
経
』
（
延
嶽
図
経
）
で
は
「
六
祖
園
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
図
経
に
は
六
祖
園
の
近
く
に
「
高
祖
硯
水
」
も
記

日
蓮
聖
人
が
お
住
い
に
な
ら
れ
た
西
谷
御
草
庵
は
、
昼
な
お
暗
き
幽
遼
谷
の
狭
間
に
在
っ
た
。
こ
の
人
里
を
離
れ
た
山
中
に
も
、
月
日

が
経
つ
に
つ
れ
て
直
弟
子
・
檀
越
衆
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
谷
間
も
俄
か
に
賑
い
を
み
せ
る
に
至
っ
た
。

聖
人
の
日
常
の
御
生
活
の
一
切
に
関
し
て
は
、
身
延
地
頭
・
波
木
井
実
長
が
給
仕
す
る
所
で
あ
っ
た
が
、
、
聖
人
の
存
念
と
し
て
は
、

波
木
井
実
長
の
給
仕
に
全
て
を
任
せ
る
事
は
、
心
苦
し
く
思
召
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
蔬
菜
類
だ
け
で
も
御
草
庵
の
近
辺
で
作
り
た
い
と
思

み
こ
こ
ろ

わ
れ
て
い
た
。
聖
人
の
御
意
を
奉
じ
た
六
老
中
老
僧
な
ど
、
弟
子
方
は
荒
地
を
開
墾
し
て
蔬
菜
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
耕
作
の
旧

跡
を
「
六
老
僧
畑
」
と
呼
び
今
に
傳
え
て
い
る
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

「
吾
師
朝
公
來
二
主
子
弦
一
是
地
院
狭
衆
毎
苦
レ
之
師
振
二
鼎
建
之
力
一
移
二
今
之
地
一
…
略
…
後
偶
々
見
二
古
経
外
畉
一
烟
煥
敗
墨
之
間
微
見
二
字
形
一
掃
し
塵
細

閲
第
五
代
鏡
圓
臺
上
之
識
文
也
、
其
文
日
貞
和
二
年
丙
戊
九
月
二
十
日
之
夜
夢
山
僧
偶
々
遊
二
隣
村
梅
平
一
回
顧
山
顛
有
二
塔
之
九
輪
一
下
し
之
一
等
平
地

如
レ
砥
宏
基
姫
構
殿
堂
模
閣
欝
乎
盛
乎
…
略
…
夢
裡
恩
念
他
日
吾
山
嘉
運
有
し
時
輪
奥
至
レ
是
歎
夢
醒
実
乃
就
二
其
九
輪
之
地
築
二
八
幡
社
一
以
誌
し
之
…
略
…

身
延
山
者
真
之
霊
山
事
之
常
寂
光
士
也
…
略
…
夫
臺
上
者
託
し
夢
而
説
し
理
朝
公
者
即
レ
理
而
豚
二
事
相
一
聖
者
之
域
足
二
傭
而
可
ロ
信
者
乎
哉
。
文
明
十
年

戊
戊
正
月
八
日
（
圓
教
院
日
意
記
「
身
延
山
伽
藍
記
」
）

側
行
学
朝
師
に
よ
る
大
英
断
、
久
遠
寺
堂
塔
の
西
谷
か
ら
現
在
地
へ
の
移
築
拡
張
の
法
業
と
日
台
上
人
の
夢
想
（
身
延
山
々
腹
に
七
堂
伽
藍
現
出
）
と

の
結
び
つ
き
は
、
右
の
日
意
上
人
の
伽
藍
記
が
基
に
な
っ
て
傳
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

地
名
傳
説
六
老
僧
畑
（
所
在
…
西
谷
御
廟
所
の
裏
地
）
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大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
五
月
出
版
の
「
身
延
山
案
内
記
』
の
中
に
、
稚
児
文
殊
の
傳
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
十
如
坊
鬼
子
母
神
堂
は
文
明
年
中
当
山
十
一
世
日
朝
上
人
代
に
建
立
せ
し
も
の
な
り
。
更
に
左
り
を
上
る
二
丁
余
、
稚
児
文
殊
祠

あ
り
。
傳
へ
い
ふ
。
十
二
世
日
意
上
人
の
時
鶴
若
丸
と
い
ひ
し
稚
児
故
あ
り
て
此
所
に
自
害
を
な
せ
し
よ
り
小
社
を
建
て
そ
の
菩
提

側
六
老
僧
畑
の
近
辺
の
地
形
に
つ
い
て
、
『
身
延
鑑
」
（
身
延
山
根
元
記
）
に
は
、
「
身
延
川
を
上
り
待
れ
ば
石
巖
屏
風
の
ご
と
く
そ
ば
立
ち
、
岩
間
の

道
は
細
く
九
折
の
路
な
り
。
左
は
竜
が
鼻
、
三
十
三
滝
、
雨
乞
の
淵
、
右
の
方
は
太
郎
が
峰
、
次
郎
が
尾
、
是
は
妙
太
郎
・
妙
二
郎
と
て
天
狗
の
棲
む

峰
な
り
。
田
代
六
老
畑
、
通
塞
が
か
け
、
完
の
都
、
田
の
嶺
…
」

と
あ
っ
て
険
阻
の
情
況
が
解
る
。
周
知
の
よ
う
に
此
の
一
帯
は
日
本
列
島
中
部
大
断
層
亀
裂
地
層
帯
上
に
在
る
。
ま
た
地
質
を
調
べ
て
み
る
と
、
石
英

斑
岩
・
玲
岩
類
・
凝
灰
岩
・
頁
岩
等
で
、
風
蝕
水
蝕
を
受
け
易
く
耐
水
性
に
溺
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
岩
肌
露
出
情
況
は
七
百
年
前
も
現
在
も
変
る
こ

と
な
く
、
一
度
洪
水
が
起
れ
ば
一
夜
に
し
て
地
形
と
身
延
川
の
水
流
河
床
が
大
き
く
変
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
六
祖
園
」
と
あ
る
が
、
果
し
て
耕
作

に
耐
え
る
土
壌
が
確
保
で
き
た
か
否
か
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
、
「
六
老
僧
畑
」
の
傳
説
は
往
昔
七
百
年
前
、
宗
祖
の
御
生
活
の
難
渋
を
傳

え
る
も
の
と
し
て
傳
承
し
て
い
き
た
い
。

さ
れ
て
い
る
が
、
今
樫

②
御
草
庵
裏
に
は
。

事
が
で
き
な
い
。
六
毎

い
た
と
傳
え
ら
れ
る
。

神
人
地
名
傳
説
稚
児
文
殊
の
井
（
所
在
…
身
延
山
上
ノ
山
・
思
親
閣
参
道
）

あ
り
。
傳
へ
い
ふ
。
十
二
世
、

を
弔
ふ
な
り
と
。
古
歌
あ
り
。

い
わ
れ

年
ふ
る
る
松
の
岩
根
の

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

今
は
全
く
浬
滅
し
て
い
る
。

「
六
軒
部
屋
」
と
称
し
聖
人
在
山
当
時
、
六
老
僧
な
ど
諸
弟
子
が
起
居
し
た
部
屋
が
在
っ
た
と
云
う
が
今
は
場
所
さ
え
も
比
定
す
る

六
軒
部
屋
は
行
学
朝
師
が
本
院
を
移
韓
さ
れ
た
時
に
同
時
に
移
し
、
明
治
八
年
一
月
焼
亡
す
る
ま
で
六
軒
部
屋
の
名
称
が
残
さ
れ
て

こ
け苔
む
し
て
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◇
付
記①
稚
児
文
殊
の
哀
話
は
『
身
延
鑑
』
に
は
相
当
数
の
頁
を
割
い
て
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

「
む
か
し
応
永
の
比
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）
本
院
に
月
若
・
花
若
と
申
す
二
人
の
御
稚
児
お
わ
せ
し
に
、
月
若
ど
の
は
秋
に
賞
で
、
花
若
ど
の
は

春
に
た
わ
む
れ
、
月
・
若
と
そ
ね
み
争
ひ
給
ひ
し
に
、
月
に
め
で
た
る
若
大
衆
、
花
に
す
ぎ
た
る
加
用
人
、
双
つ
に
わ
け
て
す
で
に
評
に
及
び
、
一
山

の
騒
ぎ
と
成
り
し
に
よ
り
、
月
若
ど
の
、
わ
れ
わ
れ
故
に
山
の
騒
ぎ
も
よ
お
し
と
思
ひ
給
ひ
け
る
か
、
一
首
の
歌
を
よ
み
て
、

月
花
と
あ
ら
そ
ふ
人
も
も
る
共
に
如
夢
幻
泡
影
応
作
如
是
観

此
の
岩
か
げ
に
て
自
害
し
給
ふ
。
そ
の
時
よ
り
こ
の
水
涌
き
出
で
児
の
涙
水
と
申
し
は
べ
り
。
心
あ
る
人
は
此
の
所
に
て
歌
を
よ
み
、
詩
を
つ
く
り
手

向
け
給
ふ
。
そ
の
児
を
今
は
児
文
殊
と
い
わ
い
、
こ
れ
な
る
宮
な
り
と
教
へ
給
ふ
。
そ
の
時
わ
れ
も
人
な
み
に
腰
お
れ
歌
詠
み
な
ん
と
う
め
き
て

お
も
ひ
き
や
手
向
に
結
ぶ
う
た
か
た
の
水
の
あ
は
れ
に
袖
ぬ
ら
す
と
は
」
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

わ
ち
ご
み
ず

清
き
泉
の
涌
け
る
稚
児
水

さ
て
、
右
の
「
案
内
記
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
筆
者
の
知
る
傳
承
で
補
足
し
て
お
こ
う
。

昔
し
本
山
に
文
殊
と
い
う
稚
児
が
居
た
。
そ
の
美
し
い
姿
に
恋
慕
を
寄
せ
た
女
人
が
い
た
。
美
少
年
文
殊
は
そ
の
女
人
の
想
い
で
足
に

孕
っ
た
。
本
山
寺
内
に
在
る
も
の
が
足
に
孕
も
る
と
は
恥
な
り
と
、
或
る
夜
、
筆
の
穂
先
を
糊
で
固
め
て
咽
喉
を
突
い
て
井
戸
に
入
水
し

て
死
ん
だ
。
そ
の
井
は
大
杉
の
根
元
に
あ
り
清
水
が
涌
き
出
し
て
い
る
。
碑
も
あ
っ
て
「
清
徳
院
割
朗
日
遍
」
と
読
め
る
。
し
か
し
年
次

は
不
明
で
あ
る
。
身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
は
、
文
殊
稚
児
を
哀
れ
ん
で

年
ふ
る
る
杉
の
岩
根
に
苔
む
し
て

清
き
流
れ
の
落
ち
る
ち
ご
水

と
詠
じ
ら
れ
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
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て
ら

身
延
山
久
遠
寺
か
ら
東
南
へ
約
一
キ
ロ
地
点
、
此
処
に
標
高
四
○
七
メ
ー
ト
ル
を
最
高
と
す
る
丘
陵
が
広
く
開
け
て
い
る
。
通
称
「
寺

だ
い
ら

と
う
ば
や
し

平
」
と
呼
ば
れ
、
官
公
庁
台
帳
で
は
「
お
塔
林
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
身
延
山
聖
園
墓
地
の
造
成
地
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
身
延

（
自
然
環
境
保
全
地
区
）

山
大
学
グ
ラ
ン
ド
三
面
・
身
延
山
駐
車
場
三
面
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
実
は
「
寺
平
」
は
山
梨
県
の
風
致
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
人

工
的
改
造
に
は
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
丘
陵
地
で
も
あ
る
。
ま
た
身
延
山
随
一
の
景
勝
地
で
、
東
に
は
富
士
川
・
身
延
町
官
庁
街
・
身

延
駅
・
駿
河
方
面
を
遠
望
、
西
に
は
七
面
山
を
遥
拝
し
、
南
は
麿
取
山
を
望
み
、
北
に
は
身
延
山
（
思
親
閣
）
を
拝
す
る
事
が
で
き
る
。

春
と
も
な
れ
ば
桜
花
燗
漫
、
秋
に
は
身
延
全
山
の
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。

延
駅
・
駿
河
方
面
を
遠
望
、

春
と
も
な
れ
ば
桜
花
燗
漫
、

ｌ
◇

ス

亨
代
又
爾
建

ヒ
フ

ノ

相
伝
十
二
世
意
師
児
鶴
若
丸
津
諏
如
吠
榊
繩
樅
螺
紅
許
釉
年
丁
丑
年
南
延
房

テ
テ
ニ
ス
ノ

ス
ト
モ
ト
ウ

ク
可
モ
ア
リ

ノ
ダ
ト
ノ
テ

リ
タ
タ
リ
ニ

ノ
ヲ

有
し
故
於
二
此
処
一
自
殺
其
後
此
処
水
涌
出
雛
し
為
二
細
流
大
旱
鼬
無
し
乾
尤
益
二
諸
人
一
云
二
児
涙
水
一
其
後
有
二
怪
事
一
児
有
し
崇
故
立
二
文
殊
宮
祭
し
之
、
日

年
フ
ル
ル
松
ノ
岩
根
ノ
苔
ム
シ
テ
清
キ
流
レ
ノ
ヲ
ッ
ル
児
水

祥
師
代
爾
建
立
・
元
治
二
乙
丑
年
五
月
廿
五
日
棟
札
有
之
」
。

筆
者
が
思
う
に
、
右
の
「
諸
堂
建
立
記
」
の
記
録
が
基
に
な
っ
て
「
稚
児
文
殊
の
井
」
の
傳
承
が
生
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
『
身
延
山
諸
堂
塔
建
立

児
文
殊
宮
一
庇
唖
鈴
児
水

地
名
傳
説
「
寺
平
」
（
所
在
…
清
住
町
寺
平
）

右
の
「
身
延
鑑
」
の
記
述
は
余
り
に
脚
色
粉
飾
の
度
が
強
く
、
傳
説
の
枠
を
こ
え
て
物
語
文
学
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

『
身
延
山
諸
堂
塔
建
立
記
録
」
（
「
身
延
山
諸
堂
記
」
と
略
す
）
の
中
に
次
の
様
な
記
録
が
見
え
る
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

◇

i

－73－



◇
付
記⑪
「
身
延
鑑
』
（
身
延
山
根
元
記
）
に
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
総
門
逢
嶋
よ
り
一
丁
余
り
に
十
間
余
の
橋
あ
り
。
極
楽
橋
と
申
し
侍
り
。
水
上
は
三
十
三
滝
の
流
れ
に
て
身
延
川
と
申
し
侍
り
。
右
の
方
の
山
の
平

を
ば
「
寺
平
塔
林
」
と
申
し
、
大
聖
人
入
山
の
か
し
ら
、
真
言
宗
の
寺
塔
あ
り
、
今
の
多
宝
塔
な
り
と
申
し
傳
へ
り
」
。

②
傳
説
の
呼
称
「
寺
平
」
は
、
地
元
の
人
々
は
「
て
ら
で
え
ら
」
と
誰
っ
て
い
る
。
「
で
え
ら
」
と
は
「
平
」
（
た
い
ら
）
の
誰
で
あ
り
、
丘
陵
地
に
は

平
地
が
広
く
開
け
て
い
る
事
か
ら
「
平
平
」
（
て
え
ら
で
え
ら
）
と
な
り
「
寺
」
と
「
平
」
の
音
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
寺
平
」
（
て
ら
で
え
ら
）
と

韓
誰
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
昔
し
寺
院
が
有
っ
た
平
地
名
と
解
す
る
こ
と
は
早
計
か
も
知
れ
な
い
。

⑧
「
て
え
ら
・
で
え
ら
」
の
誰
語
は
、
例
え
ば
「
と
き
ど
き
」
・
「
さ
ま
ざ
ま
」
の
よ
う
に
第
二
句
が
濁
音
と
な
る
よ
う
に
、
「
て
え
ら
・
で
え
ら
」

と
な
り
、
さ
ら
に
「
て
ら
だ
い
ら
」
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

側
寺
平
は
昭
和
十
四
年
九
月
十
二
日
身
延
町
文
化
財
指
定
史
跡
と
な
り
、
南
西
側
の
緩
丘
地
か
ら
は
紀
元
前
二
五
○
○
年
縄
文
中
期
の
遺
跡
（
加
曽
利

Ｅ
式
）
と
遺
物
（
打
製
石
斧
・
皮
は
ぎ
・
石
錘
・
石
錐
）
が
発
堀
さ
れ
て
い
る
。
身
延
山
内
最
古
の
考
古
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

さ
と
び
と

ち
や
ん
ぷ
く
じ

（
現
在
清
住
住
民
の
笙
域
）

地
元
の
郷
人
が
傳
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
昔
し
「
寺
平
」
に
は
真
言
修
験
の
道
場
「
長
福
寺
」
と
呼
ぶ
寺
が
有
り
、
付
近
の
「
お
塔
林
」

と
呼
ぶ
地
に
は
五
重
塔
が
建
っ
て
い
た
と
い
う
。
日
蓮
聖
人
が
入
山
さ
れ
る
以
前
は
、
山
岳
修
験
者
が
身
延
山
・
七
面
山
の
山
々
を
賊
渉

し
、
寺
平
の
長
福
寺
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
傳
え
て
い
る
。

現
在
お
塔
林
と
呼
ば
れ
る
一
画
か
ら
古
代
瓦
の
破
片
が
少
数
な
が
ら
見
つ
か
る
事
か
ら
、
真
言
宗
の
長
福
寺
が
建
っ
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
、
「
寺
院
の
有
っ
た
平
地
」
と
い
う
こ
と
で
「
寺
平
」
の
地
名
が
生
れ
た
と
云
う
。
然
し
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
た
か
否
か
、
こ
れ

（
「
身
延
鑑
」
も
傳
説
と
し
て
記
す
）

を
証
す
る
文
献
は
全
く
無
い
。
「
身
延
山
図
経
」
を
披
見
し
て
も
「
寺
平
」
・
「
お
塔
林
」
の
地
名
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）
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に
つ
せ
い

身
延
山
第
三
十
二
世
智
寂
院
日
省
上
人
は
、
飯
高
檀
林
二
十
一
世
玄
義
能
化
・
同
痒
二
十
世
文
句
能
化
を
勤
め
ら
れ
、
他
に
も
京
都
山

科
檀
林
、
常
陸
水
戸
談
所
の
文
句
能
化
を
歴
任
さ
れ
た
碩
学
徳
行
の
師
で
あ
っ
た
。

か
わ
ち

さ
て
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
は
近
来
稀
な
大
旱
魅
で
、
甲
斐
国
河
内
地
方
の
農
民
は
大
変
な
辛
苦
で
あ
っ
た
。
既
に
智
寂
省
師
は
宝

永
元
年
（
一
七
○
四
）
十
月
に
本
山
を
退
蔵
さ
れ
、
身
延
山
東
谷
に
智
寂
坊
を
創
し
て
穏
居
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
旱
魅
と
農
民
の

窮
状
を
み
か
ね
た
日
省
上
人
は
、
本
山
の
庭
前
で
雨
請
祈
祷
を
修
す
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
、
身
延
山
近
隣
の
地
方
へ
布
告
傳
達
し
て
農
民

し
か
し
祈
雨
修
法
を
行
う
も
炎
熱
日
照
り
は
愈
々
強
く
、
祈
雨
の
修
法
は
無
為
に
終
る
か
に
思
え
た
。
参
詣
諸
人
・
多
く
の
農
民
は
雨

請
い
の
効
験
が
顕
わ
れ
な
い
の
を
見
て
潮
笑
と
罵
倒
の
声
が
庭
前
に
充
満
し
て
い
っ
た
。
然
る
に
智
寂
省
師
は
悠
然
と
修
法
を
終
っ
て
祭

壇
を
下
り
て
控
え
室
に
入
ら
れ
た
。
そ
の
降
壇
す
る
や
、
忽
ち
黒
雲
が
天
を
覆
い
猛
雨
が
盆
を
返
す
勢
い
で
降
り
注
い
だ
。
今
ま
で
罵
倒

潮
笑
し
て
い
た
諸
人
は
濡
れ
鼠
と
な
り
な
が
ら
、
日
省
上
人
の
法
力
を
賞
賛
し
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

◇
付
記佃
「
身
延
山
史
年
表
』
（
久
遠
寺
刊
）
の
正
徳
三
年
・
延
山
第
三
四
世
見
竜
院
日
裕
上
人
の
條
に
「
夏
、
旱
紘
田
園
枯
死
す
、
智
寂
日
省
老
躯
修
法
し

て
慈
雨
を
降
ら
せ
法
力
を
顕
す
と
い
う
」
と
見
え
る
。

②
佃
正
徳
三
年
六
月
五
日
、
延
山
第
三
四
世
睨
座
に
見
竜
日
裕
師
が
小
湊
誕
生
寺
か
ら
晋
山
さ
れ
た
が
、
晋
山
間
も
な
い
夏
の
大
旱
魅
、
そ
こ
で
智
寂

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

を
集
め
ら
れ
た
。

神
人
傳
説
智
寂
日
省
上
人
の
雨
請
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◇
付
記⑪
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
巻
十
一
・
中
老
十
八
刹
開
祖
列
傳
中
の
「
甲
州
安
国
山
立
正
寺
開
山
日
法
上
人
傳
」
の
一
節
を
参
照
し
て
お
こ
う
。

タ
リ

ヲ
モ
ス
ル
ヲ

テ

ヲ

ル
ヲ

リ
テ
レ
ハ

ヲ
ク

「
師
性
得
二
彫
刻
之
巧
一
而
以
レ
廃
二
道
行
一
誓
不
レ
取
レ
刀
身
延
澗
畔
偶
々
見
二
異
光
一
夜
夜
以
爾
師
就
覗
レ
之
檜
樹
百
尺
直
幹
凌
レ
雲
師
以
爲
霊
材
也
吾
師
百

中
老
僧
和
泉
阿
闇
梨
日
法
上
人
は
「
彫
刻
日
法
」
と
呼
称
さ
れ
て
、
彫
刻
家
と
し
て
名
を
成
し
て
い
た
。
し
か
し
日
蓮
聖
人
の
教
化
に

浴
し
師
事
し
て
か
ら
は
、
修
行
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
彫
刻
を
止
め
て
専
心
に
唱
題
受
持
に
精
進
さ
れ
た
。

或
る
日
、
日
法
上
人
は
身
延
川
の
辺
り
を
行
脚
し
て
い
た
。
す
る
と
僅
僅
と
輝
く
霊
光
の
有
る
を
不
思
議
に
思
い
、
そ
の
光
源
を
求
め

て
山
路
を
登
り
行
く
と
、
老
樹
の
茂
る
合
間
か
ら
明
珠
に
包
ま
れ
た
檜
の
大
樹
を
見
い
出
し
た
。
上
人
は
不
思
議
な
檜
の
大
樹
を
見
て
、

こ
れ
は
仏
天
が
己
れ
に
授
け
て
く
れ
た
霊
木
な
り
と
感
得
、
「
こ
の
霊
木
で
宗
祖
大
聖
人
の
御
在
世
の
お
姿
を
尊
像
と
し
て
遣
し
置
い
た

な
ら
ば
後
人
も
宗
祖
の
尊
容
を
拝
す
る
事
が
出
来
よ
う
」
と
し
て
、
早
々
に
宗
祖
に
嘆
願
し
て
樵
夫
を
傭
い
、
霊
木
を
切
り
倒
し
、
一
刀

三
礼
の
儀
式
に
則
り
、
唱
題
し
な
が
ら
鑿
を
握
る
こ
と
三
ケ
年
間
、
三
躰
の
尊
像
を
彫
り
あ
げ
た
。
尊
像
は
柔
和
の
な
か
に
威
を
備
え
、

生
身
の
宗
祖
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
宗
祖
も
感
服
さ
れ
て
御
身
か
ら
点
眼
の
式
を
挙
げ
ら
れ
た
と
云
う
。
三
躰
の
㈲
は
身
延
山

棲
神
閣
祖
師
堂
に
曽
て
奉
安
さ
る
・
㈲
は
長
榮
山
池
上
本
門
寺
大
堂
に
奉
安
さ
れ
、
現
に
重
要
文
化
財
に
指
定
ざ
る
。
㈲
は
長
興
山
比
企

谷
妙
本
寺
祖
師
堂
に
奉
安
さ
れ
、
特
に
寿
像
の
御
尊
像
と
称
せ
ら
れ
て
一
木
三
躰
中
の
第
一
秀
作
と
き
れ
て
い
る
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

省
師
は
齢
七
十
六
の
老
躯
の
身
な
が
ら
英
断
を
も
っ
て
祈
雨
修
法
の
労
を
と
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

神
人
傳
説
一
木
三
躰
の
祖
師
像
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古
来
、
狐
は
稲
荷
神
の
使
い
姫
と
信
じ
ら
れ
、
稲
荷
信
仰
と
狐
と
が
結
び
つ
い
た
傳
説
は
全
国
各
地
に
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

い
つ
の
頃
か
、
西
谷
檀
林
に
若
く
て
秀
麗
な
学
問
僧
が
居
た
。
盛
夏
の
昼
ざ
が
り
、
檀
林
学
僧
達
の
午
睡
の
時
間
、
檀
林
能
化
が
学
寮

点
検
の
た
め
に
廊
下
を
歩
き
つ
つ
、
不
図
彼
の
学
問
僧
の
部
屋
を
覗
き
見
る
と
、
何
と
驚
い
た
こ
と
に
大
き
な
古
狐
が
寝
て
い
た
。

後
刻
、
能
化
に
呼
ば
れ
た
古
狐
の
学
問
僧
は
、
繊
悔
し
な
が
ら
次
の
様
に
述
べ
た
。
「
法
華
経
を
学
び
た
い
一
心
で
若
僧
に
化
け
て
入

檀
し
ま
し
た
が
、
昼
寝
中
に
不
覚
に
も
本
性
を
現
わ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
檀
林
に
居
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
就
て
は
今
ま
で

の
御
教
導
に
あ
ず
か
っ
た
事
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
、
釈
尊
が
法
華
経
を
御
説
き
に
な
っ
た
有
様
を
再
現
し
て
御
覧
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
但

し
畜
生
の
す
る
事
で
す
か
ら
、
決
し
て
有
難
い
と
思
い
合
掌
し
て
拝
ま
な
い
よ
う
に
、
若
し
合
掌
し
拝
ま
れ
る
と
畜
生
の
術
が
破
れ
消
え

て
し
ま
い
ま
す
」
と
。

ト
ス
テ

ー
ー

珍
高
祖
見
二
之
置
レ
傍
…
…
」
。

ノ

シ
ヲ

ニ
シ
テ

ニ
シ
テ
セ
ル

ノ
ニ

シ
テ
ン

卜
ナ
ラ
ン

、
ン
ニ

ス

ｙ

年
之
後
必
遣
二
以
像
一
其
柔
和
有
し
威
卑
謙
具
レ
相
弗
二
子
庸
工
之
所
ロ
及
吾
絶
刀
再
起
爲
二
万
世
福
田
一
可
乎
乃
告
二
高
祖
一
高
祖
聴
二
許
之
一
師
調
ニ

ヲ

シ
テ

ス
ノ

タ
リ

シ
ヲ
ソ

ー
ー

テ
ヲ

陀
羅
尼
一
加
レ
之
兇
レ
之
伐
而
造
レ
材
成
二
等
身
像
三
躯
一
慈
眼
威
容
傳
神
僚
然
高
祖
自
修
二
点
眼
一
命
措
二
子
身
延
長
興
長
栄
三
山
一
師
復
取
二
残
木
一
刻
し
之
自

②
右
の
「
別
頭
統
紀
」
中
に
「
師
復
タ
残
木
ヲ
取
テ
之
ヲ
刻
シ
自
ラ
珍
ト
ス
」
と
あ
る
事
か
ら
、
身
延
・
池
上
・
比
企
谷
の
三
躰
尊
像
の
他
に
、
本
山
・

由
緒
寺
院
（
駿
河
岡
宮
光
長
寺
・
京
都
妙
顕
寺
・
駿
州
北
山
本
門
寺
…
等
々
）
に
日
法
作
と
傳
え
る
祖
師
像
が
奉
安
さ
れ
て
い
る
。
池
上
本
門
寺
祖
師

像
に
関
し
て
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
調
査
で
尊
像
胎
内
中
か
ら
経
筒
が
発
見
さ
れ
「
弘
安
五
年
壬
午
十
月
十
三
日
巳
刻
御
遷
大
別
当
大
国

阿
闇
梨
日
朗
大
施
主
散
位
大
仲
臣
宗
仲
大
施
主
清
原
氏
女
」
と
刻
字
が
有
り
、
坐
像
膝
裏
に
は
「
正
応
元
年
六
月
八
日
侍
従
公
日
浄
蓮
華
阿
闇
梨
日
持
」

の
署
名
が
見
ら
れ
る
。
正
応
元
年
は
宗
祖
七
回
忌
に
当
り
、
当
年
に
日
法
作
尊
像
が
奉
祀
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
。

動
物
傳
説
柿
の
葉
の
書
籍
（
所
在
…
身
延
山
中
谷
円
台
坊
）

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）
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◇
付
記柿
の
葉
書
籍
の
傳
説
は
、
往
時
の
檀
林
学
徒
の
生
活
を
傳
え
ん
が
為
に
江
戸
期
の
風
俗
文
学
の
ロ
マ
ン
風
潮
を
反
映
し
て
作
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

身
延
山
に
は
学
問
僧
と
狐
狸
の
類
と
の
関
係
傳
説
（
大
蓮
坊
の
狸
と
若
僧
・
学
徒
と
あ
く
び
沢
の
魔
）
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
学
徒
の
生
活

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

そ
の
夜
、
檀
林
生
一
同
が
中
庭
に
集
め
ら
れ
た
。
月
光
の
照
す
中
で
若
僧
姿
の
古
狐
は
呪
文
を
称
え
始
め
た
。
す
る
と
檀
林
生
の
眼
前

に
映
画
の
如
く
に
古
代
イ
ン
ド
の
有
様
が
写
し
出
さ
れ
た
。
釈
尊
の
説
か
れ
る
法
華
経
の
説
相
が
美
事
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
序
品
・
方

便
品
・
譽
嶮
品
・
信
解
品
…
…
と
、
や
が
て
見
宝
塔
に
至
っ
て
、
輝
く
ば
か
り
の
大
宝
塔
が
虚
空
に
現
出
し
、
釈
迦
多
宝
二
仏
、
十
方
分

身
の
諸
仏
が
集
会
し
、
や
が
て
宝
塔
の
扉
が
開
か
れ
た
。
そ
の
壮
厳
な
虚
空
会
の
有
様
に
見
惚
れ
て
い
た
檀
林
学
徒
達
は
、
思
わ
ず
宝
塔

に
向
っ
て
伏
し
拝
み
合
掌
し
て
題
目
を
唱
え
た
。
瞬
間
、
写
し
出
さ
れ
て
い
た
釈
尊
も
霊
鷲
山
も
宝
塔
も
す
べ
て
消
え
去
り
、
月
の
光
だ

け
が
西
谷
の
山
々
を
照
ら
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
古
狐
は
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

後
日
、
狐
の
居
た
部
屋
を
掃
除
整
理
す
る
と
、
部
屋
の
棚
に
積
ま
れ
て
い
た
書
籍
は
、
驚
い
た
こ
と
に
全
て
柿
の
葉
で
あ
っ
た
。
柿
の

葉
に
経
文
と
教
説
を
書
き
つ
け
書
物
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
柿
の
葉
書
籍
」
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
西
谷
檀
林
の
廃
檀

に
至
る
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
た
と
傳
え
ら
れ
、
彼
の
学
問
僧
の
古
狐
は
、
現
に
中
谷
円
台
坊
境
内
に
「
寿
量
院
文
殊
稲
荷
」
と
し
て
祭
祀

さ
れ
て
い
る
。

を
語
り
傳
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
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養
珠
院
お
万
さ
ま
と
云
え
ば
、
徳
川
家
康
の
側
室
で
、
家
康
の
第
十
子
長
福
丸
（
後
の
紀
州
徳
川
頼
宣
）
・
第
十
一
子
鶴
千
代
（
後
の

水
戸
徳
川
頼
房
）
の
生
母
と
知
ら
れ
て
い
る
。
法
華
経
の
篤
信
者
で
、
特
に
身
延
第
二
十
二
世
心
性
院
日
遠
上
人
に
深
く
帰
依
を
さ
れ
た
。

慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
の
暮
、
日
遠
上
人
が
駿
州
阿
倍
河
原
で
礫
刑
に
処
せ
ら
れ
ん
と
し
た
時
、
お
万
さ
ま
は
「
遠
公
ハ
吾
ガ
本
師

ナ
リ
。
本
師
刑
二
就
カ
バ
吾
モ
亦
死
ヲ
致
サ
ン
」
と
、
家
康
に
対
し
て
身
を
以
て
助
命
歎
願
を
し
た
程
で
あ
る
。

心
性
院
日
遠
師
は
、
慶
長
法
難
に
際
し
て
刑
を
免
れ
た
と
は
云
え
、
「
刑
余
ノ
身
ニ
テ
睨
座
ニ
ア
ル
ハ
宗
祖
ノ
御
霊
ヲ
冒
涜
ス
ル
モ
ノ

ナ
リ
」
と
し
て
、
退
蔵
さ
れ
て
大
野
邑
に
隠
棲
さ
れ
た
。
そ
し
て
隠
棲
さ
れ
て
か
ら
は
、
折
々
に
近
辺
を
散
策
、
時
に
は
歩
を
延
ば
し
て

し
ぐ
れ
さ
わ

時
雨
沢
の
滝
を
訪
れ
て
、
一
首
詠
じ
残
し
て
い
る
。

山
川
の
た
き
つ
せ
よ
り
も
勢
は

な
み

流
れ
て
早
き
老
の
浪
な
り

養
珠
院
お
万
さ
ま
は
、
再
三
、
身
延
山
に
お
詣
り
を
さ
れ
、
一
ケ
月
か
ら
五
十
日
位
い
滞
留
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
心
性

遠
師
の
足
跡
を
慕
い
、
自
ら
も
時
雨
沢
を
訪
れ
て

來
て
見
れ
ば
、
袖
に
涙
の
し
ぐ
れ
沢

な
き
遠
き
日
の
あ
と
婬
思
へ
ば

（
無
）

と
詠
い
、
亡
き
日
遠
上
人
の
高
徳
を
慕
わ
れ
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

人
物
傳
説
し
ぐ
れ
沢
の
法
塔
（
所
在
…
身
延
町
大
島
和
田
）
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◇
付
記側
信
仰
婦
人
養
珠
夫
人
の
小
傳
に
つ
い
て
は
巷
間
多
く
見
ら
れ
る
が
、
確
か
な
記
録
と
し
て
は
徳
川
幕
府
公
用
記
録
『
徳
川
実
紀
』
に
所
収
さ
れ
る

「
大
猷
院
殿
御
実
紀
」
と
「
嚴
有
院
殿
御
実
紀
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
六
牙
日
潮
撰
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
二
十
五
巻
優
婆
夷
巻
も
参
考
と
な
る
。

②
夫
人
の
小
傳
に
関
し
、
此
処
で
は
、
夫
人
の
生
前
中
慶
長
十
九
年
、
西
谷
草
庵
域
内
に
建
塔
し
た
墓
碑
四
面
の
刻
銘
（
延
山
二
十
一
世
寂
照
院
日
乾

身
延
山
の
口
碑
傳
承
に
関
し
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
も
の
の
他
に
数
多
傳
承
さ
れ
て
い
る
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
さ
て
幾
つ
か
の
傳

説
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
お
よ
そ
傳
説
の
特
色
を
次
の
様
に
ま
と
め
結
論
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

㈲
傳
説
は
具
体
的
な
事
物
・
事
象
と
結
び
つ
い
て
傳
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
傳
説
の
中
で
語
ら
れ
た
岩
石
・
樹
木
・
清
泉
・
場

所
な
ど
は
、
肉
眼
で
確
認
で
き
る
記
念
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
事
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

養
珠
夫
人
の
詠
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
大
野
山
本
遠
寺
二
十
世
遠
覚
院
（
湛
長
）
日
堅
上
人
に
よ
っ
て
時
雨
沢
に
宝
塔
（
正
面

題
目
・
側
面
に
詠
）
と
し
て
建
立
さ
れ
現
在
に
至
る
。

「
征
夷
大
将
軍
前
左
大
臣
従
一
位
源
朝
臣
家
康
公
御
息
宰
相
権
中
将
頼
宣
権
少
将
頼
房
公
之
母
公
源
持
氏
六
代
喬
蔭
山
長
州
利
広
息
女
蓮
華
院
日
心
寄

財
於
諸
僧
令
転
経
王
都
一
万
部
功
就
願
成
更
起
立
石
廟
於
祖
跡
延
山
命
老
衲
日
乾
銘
志
趣
手
其
傍
云
妙
典
盛
徳
仏
雛
説
窮
□
口
一
字
其
徳
猶
隆
四
生
六

道
但
証
空
中
慶
長
十
九
甲
寅
二
（
三
）
月
日
誌
之
」

右
の
墓
碑
銘
は
風
蝕
剥
落
が
甚
だ
し
く
判
読
が
困
難
で
あ
る
。

③
夫
人
の
小
傳
に
関
し
、
此
処
《

上
人
撰
）
を
韓
載
し
て
お
こ
う
。

余
録
ｌ
傳
説
考
Ｉ
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伺
傳
説
は
常
に
歴
史
化
・
合
理
化
さ
れ
る
宿
命
を
内
蔵
し
て
い
る
。
古
代
か
ら
中
世
へ
、
更
に
近
世
へ
と
人
知
が
発
達
し
て
い
く
と
、

古
い
傳
承
の
中
か
ら
、
或
る
人
に
と
っ
て
此
は
信
じ
た
い
と
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
許
さ
れ
る
か
ぎ
り
改
造
し
、
人
々
に
信
じ
さ
れ
易
い

内
容
に
改
作
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
傳
説
が
合
理
化
さ
れ
、
歴
史
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
記
録
の
備
わ
っ
た
史
実
と
結

び
つ
い
て
、
合
理
的
内
容
の
傳
説
へ
と
形
を
変
え
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
傳
説
は
民
俗
的
な
要
素
と
面
白
味
に
欠
け
る
。

側
傳
説
に
は
一
定
の
表
現
形
式
が
無
い
。
昔
話
は
語
り
の
面
白
味
が
大
事
で
、
語
る
べ
き
言
葉
、
語
る
べ
き
順
序
が
決
ま
っ
て
い
る
。

傳
説
は
傳
承
さ
れ
る
時
は
伸
縮
自
在
、
語
る
時
は
長
短
自
由
で
あ
る
か
ら
、
表
現
の
仕
方
の
如
何
に
よ
っ
て
は
文
芸
化
さ
れ
る
事
も
あ
る
。

ま
た
傳
承
話
者
に
よ
っ
て
は
、
幾
通
り
に
も
表
現
方
法
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
相
手
に
信
じ
て
も
ら
え
る
と
い
う
暗
黙
の
領
解

口
傳
説
は
そ
の
地
域
（
身
延
山
）
の
人
々
か
ら
傳
承
さ
れ
て
い
る
内
容
が
或
る
程
度
は
信
じ
ら
れ
て
い
る
事
。

昔
話
は
「
昔
は
□
□
で
あ
っ
た
そ
う
だ
（
な
こ
と
表
現
し
て
、
話
者
は
話
題
の
事
柄
の
真
偽
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
。
し
か
し

傳
説
傳
承
者
に
向
っ
て
「
そ
ん
な
事
は
嘘
だ
ろ
う
」
と
否
定
し
よ
う
も
の
な
ら
忽
ち
怒
ら
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
昔
話
は
語
る
者
・
聴
く

者
．
共
に
話
題
の
内
容
を
全
て
事
実
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
傳
説
は
そ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
或
る
程
度
は
信
じ
ら
れ
て
い
る
の

地
域
（
身
延
山
）
の
特
定
の
岩
石

域
へ
移
し
て
語
る
事
は
で
き
な
い
。

ま
た
傳
承
話
者
に
よ
っ
て
は
、

が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
あ
る
。

昔
話
は
「
昔
々
、
或
る
と
こ
ろ
…
…
」
と
抽
象
的
な
形
式
で
語
ら
れ
て
、
日
本
全
国
ど
こ
に
で
も
適
用
が
で
き
る
。
然
し
傳
説
は
そ
の

域
（
身
延
山
）
の
特
定
の
岩
石
・
樹
木
・
場
所
・
人
物
な
ど
、
具
体
的
な
事
物
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
傳
承
内
容
を
他
の
地

固
傳
説
の
研
究
に
は
民
俗
学
的
方
法
が
基
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
云
え
ば
個
有
名
詞
と
年
次
は
取
り
去
る
こ
と
で
あ
る
。

身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）
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身
延
山
の
「
傳
説
」
考
（
町
田
）

身
延
山
の
傳
説
に
は
、
歴
史
上
の
個
有
人
物
名
と
年
代
が
付
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
有
る
が
、
傳
説
と
し
て
語
る
時
の
場
合
は
、
個
有

名
詞
と
年
代
は
取
り
去
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
傳
説
に
登
場
す
る
個
有
人
物
名
と
年
次
な
ど
は
、
後
世
の
合
理
化
と
歴
史
化
へ
と
改
作

さ
れ
る
過
程
で
付
加
さ
れ
た
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
傳
説
の
研
究
は
、
出
来
う
る
か
ぎ
り
傳
説
誕
生
の
初
期
の
状
況
を
考
察

す
る
こ
と
が
大
事
と
な
ろ
う
。

（
平
成
十
年
八
月
五
日
記
）

参
考
文
献
Ｉ
拙
稿
に
参
照
使
用
し
た
史
料
と
文
献
を
挙
げ
て
お
く
。

仙
六
牙
日
潮
撰
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
（
昭
和
四
八
年
十
一
月
・
本
満
寺
刊
本
）
。
②
身
延
文
庫
蔵
『
身
延
山
諸
堂
記
』
（
昭
和
五
九
年
三
月
・
棲
神

五
六
号
翻
刻
所
収
）
。
側
身
延
文
庫
蔵
『
身
延
山
歴
代
略
譜
』
（
昭
和
五
五
・
五
六
年
・
棲
神
五
二
・
五
三
号
翻
刻
所
収
）
。
側
身
延
山
大
学
図
書
館
蔵

『
身
延
山
図
経
』
（
「
延
嶽
図
経
」
三
巻
）
。
⑤
立
正
大
学
図
書
館
蔵
『
身
延
鑑
』
（
久
遠
寺
編
「
身
延
鑑
」
昭
和
四
一
年
十
一
月
刊
本
）
。
⑥
身
延
山
大

学
仏
教
文
化
研
究
所
編
「
身
延
山
史
年
表
』
（
昭
和
六
○
年
五
月
久
遠
寺
刊
）
。
例
身
延
町
誌
編
纂
委
員
会
『
身
延
町
誌
』
（
昭
和
四
五
年
二
月
・
身
延

町
役
場
刊
）
。
⑧
田
中
海
珠
編
『
身
延
山
案
内
記
』
（
大
正
五
年
五
月
・
小
伝
馬
町
身
延
別
院
刊
）
。
⑨
日
蓮
宗
刊
『
日
蓮
宗
事
典
』
（
昭
和
五
六
年
十
月

刊
）
。
側
池
上
本
門
寺
刊
「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
」
（
昭
和
五
六
年
一
月
・
宗
務
院
）
。
⑪
町
田
是
正
「
身
延
山
秘
話
外
史
』
（
平
成
二
年
十
二
月
・
延
寿
坊

刊
）
。
⑫
町
田
是
正
「
身
延
山
墓
碑
史
考
』
（
昭
和
五
○
年
二
月
・
棲
神
四
八
号
所
収
）
。
⑬
み
の
ぶ
編
集
室
編
『
身
延
の
枝
折
』
（
昭
和
四
八
年
一
月
・

久
遠
寺
刊
）
。
側
柳
田
国
男
監
修
『
民
俗
学
辞
典
』
（
昭
和
二
六
年
一
月
・
東
京
堂
刊
）
。
⑮
今
村
是
龍
『
身
延
の
傳
説
』
（
昭
和
六
年
五
月
・
身
延
教
報

社
刊
）
。
本
山
会
編
著
中
野
裕
道
「
日
蓮
宗
の
本
山
め
ぐ
り
』
（
昭
和
四
六
年
静
岡
市
沓
谷
蓮
永
寺
内
本
山
会
事
務
局
）
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